
【表現する・行為する】
〇活動や体験の楽しさやそこで気付いたこと
などを伝え合ったり振り返ったりして多様
な方法で表現する

・オンラインで他校の友達と活動の様子を紹介した
り相談したりする など

生活科 生活科の学習過程のイメージ

生活科の問題発見・解決での過程でクラウド活用（例）

【思いや願いをもつ】
〇子供の思いや願いから活動や体験が始まる
ようにする

・行ってみたい場所をICT端末で確認し、思いや願
いをふくらませる

・前時までにICT端末に残した動画を見返し、本時
の活動に見通しをもつ など

【活動や体験をする】
〇活動や体験に没頭したり夢中になったりす
ることができる時間を十分にとる

・活動をしている中で見つけたものをＩＣＴ端末に
写真で残す

・自分や友達の活動の様子・成果などを動画で撮影
しておく など

【感じる・考える】
〇活動や体験に没頭している子供が、変化を
感じたり考えたりする間合をとる

・撮影した画像に自分の気付きをメモ機能で手書き
し、いつでも見られるようにする

・記録を時系列で比較して、成長・変化・違いなど
の様子をとらえるなど

（参考資料）中央教育審議会答申答申第１９７号別添７－３



学習場面：
町探検を繰り返す中で町の公共施設やお店に着目し、施設の役割や利用者の存在、そ
こで働く人の思い等に気付き、場所や人への親しみを深めていった。人との触れ合い
を通して、自分たちの町のすてきな場所・人の存在に気付いた子供たちは、他学級の
仲間にも「町のすてきを伝えたい」という願いをもち「どうすれば町のすてきを知っ
てもらえるのか」を考え始めた。

見方・考え方：地域の人・もの・ことを自分との関わりで捉え、よりよい生
活に向けて思いや願いを実現しようとする。

ICTの活用 ：探検で撮影した静止画や動画を見返す。気付きを共有する。

この事例のポイント
〇町のすてきを記録した静止画や動画を、子供自身が「いつでも」「何度でも」見返す
ことが、新たな気付きや表したいことを明確にすることにつながっている。

〇ICT端末の活用により、視覚的にイメージしやすくなり、表現活動の充実につながっ
ている。

小学校２年 たんけん はっけん わたしの町
～町のすてきを つたえたい～

【思いや願いをもつ】町探検で記録した静止画やメ
モを見返したことで、これまでの活動を想起し、伝
えたいことを具体的に考えることができました。

静止画や動画撮影時には，情報モラルの育成を意識し活用。

【思いや願いをもつ】自分が撮影した静止画や動画

を何度も見返すことで、伝えたいことを明確にした

り、伝えたい場面を選び出したりすることにつなが

りました。

【気付きを基に伝えたい内容を考える】時系列で静

止画を見返すよう教師が促すと、「いつも笑顔で迎

えてくれていたパン店の方」の存在に気付きました。

比較し共通点を捉えたことで、伝えたい内容が増え

ていきました。

【表現する】動画を見ながらパン作りの様子を真似
ている様子です。手さばきの見事さを再現しようと
表現し、「技のすごさを伝えるには、どんな伝え方
がいいのか」という新たな課題意識へとつながりま
した。
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